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「XEC」と聞くと、ロックバンドか暗号通貨、あるい

は男性用の性機能改善アプリの類いかと思うかもし

れない。だが、この XEC は人々がおそらく身近で接し

たくないものである。そう、これは、世界各地に広が

って注目を集めつつある新型コロナウイルスの最新

の変異株なのだ。いわゆる「コロナの夏」のあと、人々

が関心を寄せているのは、XEC がこの秋あるいは冬の

初めに、次の感染拡大に拍車をかけることになるのか、

という点だろう。 

過ぎ去った「盛り」、いや 2024 年の夏が米国でコロナの夏と呼ばれたのは、感染者が 2022

年 7 月以降で最も急増したとみられるためだ。これは米疾病対策センター（CDC）の下水デ

ータに基づいている。現在、実際の感染者数を推定するうえで頼りになるデータはこれし

かない。いまでは検査を受ける人が少なくなっていて、検査を受けた人でも結果を報告し

ないことはよくあるので、報告される感染者数は基本的に実際の感染者数よりもかなり少

ないはずだ。 

この夏の感染者急増は、「FLiRT」と通称される変異株（「浮気者」のことではない）、とり

わけ「KP.3.1.1」と「KP.3」によって引き起こされた。感染予防対策をとる人が少なくな

っていることも感染拡大の要因になったと考えられる。たとえば、人が集まる場所でマス

クを着用する人はかなり減っている。N95 マスクは新型コロナウイルスの伝染を抑制でき

ると研究ではっきり示されているのだが、マスク着用はもはやスキニージーンズのように

すたれつつあるようだ。 

6 月上旬に増え始めたとみられる米国の感染者数は、秋口の現在は減少に転じているのか

もしれない。ただ、この文で強調したいのは、最後の「かもしれない」という部分だ。と

いうのも、新型コロナの出現から 5年たちながら、米国には感染がどこでどのように拡大

しているのかをより正確に追跡できる、信頼できる監視システムがないからだ。 

確かなのは、新型コロナはなくなっていないということである。パンデミック（世界的大

流行）の最初の 2年間に比べると、大半の人はワクチン接種や以前の感染で免疫ができて

いるので、重症化リスクは大幅に下がっている。それでも入院者はなお出ているし、罹患

後、後遺症が長引く「長期コロナ（Long COVID）」の症状を呈するリスクもある。 

これまでに欧州や北米、アジアの 27 カ国で検出されている 

新型コロナウイルスは変異を繰り返してもいる。その結果、新たな変異株が次々に出現し

ている。これらの変異株には、そこまで注意を払わなくてよいものも多い一方で、数カ月

ごとに、注意を払うべき変異株が頭を、そのトゲトゲ頭をもたげてくる。その最新例が XEC

だ。XEC は変異株の「KS.1.1」と「KP.3.3」の「子ども」にあたり、これもまたオミクロ

ン株系統の変異株だ。なんと、オミクロン株系統の変異ウイルスへの感染は 2021 年 11 月

下旬からずっと続いている。 

XEC は 6 月にドイツのベルリンで初めて検出された。その後世界に広がり、これまでに欧

州や北米、アジアの 27 カ国で確認されている。米カリフォルニア州にある医療研究機関ス



クリプス研究所のウェブサイト「Outbreak.info」によれば、米国では 9月 4日時点で 12

州で検出されている（編集注：同サイトによると日本では未検出）。米国では現時点で支配

的な変異株になっていないものの、現在拡散しているほかの変異株よりも適応性が高いよ

うだ。 

適応性が高いというのは、XEC はほかの変異株よりも急速に、あるいは容易に広がる可能

性があるということだ。理由はまだわかっていない。XEC は感染者からの排出量が多いの

かもしれないし、細胞内に取り込まれやすいのかもしれない。あるいは、ワクチン接種や

以前の感染による免疫防御を回避するのに長けているのかもしれない。 

これらを検証するにはさらにデータと研究が必要になる。とはいえ、XEC は実際にほかの

変異株よりもかなり急速に広まっているとみられ、それはこの変異株に適応面で優位性が

あることを示唆する。 

XEC が現在あるいは以前のほかの変異株に比べて、重篤な症状やアウトカム（治療後の経

過・結果）を招きやすいのかを判断するのにも、やはりデータや研究がもっと必要になる。

ただ、現状よりも広範な検査や実施され、より包括的な監視システムが整わないかぎり、

この判断は難しそうだ。 

気象条件や旅行シーズンなどで流行しやすい時期になる 

現在入手できる最新のワクチンがターゲットにしている変異株は、ファイザー製とモデル

ナ製では「KP.2」、ノババックス製では「JN.1」となっている。XEC も今年流行した両変異

株と無縁ではないので、これらのワクチンは XEC に対してもある程度の防御を提供してく

れるだろう。裏を返せば、どのくらい有効かは現時点では不明だということでもある。 

XEC が主流になるのか、それとも別の新たな変異株がそうなるのかも見通せないが、いず

れにせよ向こう数カ月のうちに新たな感染拡大が起こる可能性はかなり高い。過去数年、

冬季の流行は 11 月中旬に始まっているからだ。11 月には気温がぐっと下がり、空気もか

なり乾燥し、屋内の活動が増えてくるので、それも当然だろう。米国は感謝祭（11 月第 4

木曜日）前後から年末年始の旅行シーズンに入るので、これもウイルスの蔓延に拍車をか

けている可能性がある。 

ただし、11 月までは新型コロナウイルスの活動が活発化しないと想定するのもよくないだ

ろう。より信頼性が高く包括的な監視システムがないことに加え、11 月の選挙を前に政治

家たちがコロナという言葉を避けている可能性もあるから、次の感染拡大の前に事前の警

告はないと思っておくべきかもしれない。新型コロナにかかったり、その後遺症が長引い

たりするのを避けたい人は、XEC にしっかり注意を払い、予防対策を講じるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


